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(知及技)十進位取り記数法を使って、３
～４位数までの数をで表すことができ
る。【中１段階Ａア㋑㋒中２段階ア㋐】
(思判表力)数のまとまりに着目し、考察
する範囲を広げながら数の大きさの比べ
方や数え方を考えることができる。【中
１段階Ａア㋐】
(学･人)数のまとまりと数え方、表し方
の関係に着目することの有用さを感じ、
日常生活の金銭の取扱いに興味関心を
持って取り組むことができる。【中１段
階】

(知・技)十が10個集まると百にな
ること百が10コ集まると千になる
ことを理解し、「ー・十・百・
千」の位取りに注意しながら表し
ている。
(思･判･表)２位数の考え方を基に
して、３位数へと考察する範囲を
広げて数の大きさの比べ方や数え
方を考えている。また数の大小を
比べたり並べたりしている。
(主学)１０や１００のまとまりに
着目して数を数えることの良さに
気付くことができ、日常生活の金
銭の取扱いに興味関心を持って取
り組んでいる。
【評価資料】
授業プリント・活動の様子

「数と計算」
・数のまとまり
・十進法位取り記数
法
・金銭処理

・３位数を１００のまとまり、１０のまとまりの
個数と端数として表す。
・４位数を１０００のまとまり、１００のまとま
り、１０のまとまりの個数と端数として表す。
・一円玉100個と百円玉１個で、どちらが数えや
すいかを比べてみる。
・お金（紙幣・硬貨）などの具体物を利用して、
数の数え方や表し方を考える。
・大きい位から小さい位に向けて数の大小を比べ
る。
・商品の値段を比べて、どちらが安いか考える。

(知及技)２～３位数の加法及び減法につ
いて理解し、その計算ができる。【中１
段階Ａイ㋐㋑㋒】
(思判表力)数量の関係に着目し、数を適
用する範囲を広げ、計算に関して成り立
つ性質や計算の仕方を見いだすことがで
きる。【中１段階Ａイ㋐】
(学･人)日常生活における２位数や簡単
な３位数の計算の必要性に気付くことが
出来る。【中１段階】

(知・技)百のまとまりを捉えるこ
とで簡単な３位数の加法及び減法
についての計算をしている。ま
た、筆算の有用性を理解し、計算
している。計算機を使って確かめ
をすることができる。
(思･判･表)２位数を十のまとまり
と端数にわけて考えることで、計
算の仕方を導き出そうとしてい
る。また、２位数の加減法の筆算
から３位数の計算方法を類推する
ことができる。
(主学)具体的な例について考える
中で２位数や簡単な３位数の計算
の必要性を見いだせる。

【評価資料】
授業プリント・活動の様子

「数と計算」
・２位数の加法・減
法
・３位数の加法・減
法
・筆算

・１位数の加法について、繰り上がりの計算を復
習する。
・２位数の加法について、繰り上がりの計算を考
える。
・２位数の減法について、繰り下がりの計算を考
える。
・２位数の加減法の筆算から３位数の計算方法を
類推する。
・３位数の筆算。
・カレンダーや時間の計算等、教室の中で、加
法・減法で表されるものを見つける。
・品物を複数購入した時の代金を求める。

(知及技)1/10の位までの数の小数の表し
方や、1/2、1/4など簡単な分数について
知ることができる。【中２段階Ａオ㋑、
カ㋐】
(思判表力)数のまとまりに着目し、考察
する範囲を広げながら数の大きさの比べ
方や数え方を考えることができる。【中
２段階Ａオ㋐、カ㋐】
(学･人)分数や小数について理解し、身
のまわりで分数や小数が使われているも
のを見つけることができる。【中１段
階】

(知・技)1/10の位までの数の小数
の表し方や、1/2、1/4など簡単な
分数について知ろうとしている。
(思･判･表)数のまとまりに着目
し、考察する範囲を広げながら、
分数では分母の大きさに反比例し
て数の大きさが変わる等数の比べ
方や数え方を考えようとしてい
る。
(主学)分数や小数について理解
し、身のまわりで分数や小数が使
われているものを見つけようとし
ている。
【評価資料】
授業プリント・活動の様子

「数と計算」
・小数
・分数

・分数、小数の表し方を知る。
・元の大きさと分けた大きさの関係や、分けた大
きさは全て等しいことに着目し、分数について考
える。
・整数で表せない端数部分の大きさの表し方を考
えて説明し、分数や小数で表されるものを見つけ
る。
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(知及技)数量や図形などについての基礎的・基本的な概念や性質などを理解し、事象を数理的に処理する技能を身に
付けるようにする。(中２段階)
(思判表力)日常の事象を数理的に捉え見通しをもち筋道を立てて考察する力、基礎的・基本的な数量や図形の性質な
どを見いだし統合的・発展的に考察する力、数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現する力を養う。
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(学･人)数学的活動の楽しさや数学のよさに気付き、学習を振り返ってよりよく問題を解決しようとする態度、数学
で学んだことを生活や学習に活用しようとする態度を養う。(中１段階)
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(知及技)時間の単位について知り、日常
生活に必要な時刻や時間を求めることが
できる。【中１段階Ｃイ㋐、㋑】
(思判表力)時間の単位に着目し、簡単な
時刻や時間の求め方を日常生活に生かす
ことができる。【中１段階Ｃイ㋐】
(学･人)時刻や時間に関心をもち、数学
的に表現・処理したことを振り返ること
ができる。

(知・技)時間の単位について知
り、日常生活に必要な時刻や時間
を求めようとしている。
(思･判･表)時間の単位に着目し、
簡単な時刻や時間の求め方を日常
生活に生かそうとしている。
(主学)時刻や時間に関する言葉を
使って、身の回りのことを表現し
ようとしている。
【評価資料】
授業プリント・活動の様子

「測定」
・時間の単位
・時刻

・長針と短針の示す時間を理解し、時計の表示か
ら時刻を読み取りの復習。
・時間の単位（時、分）についての復習。
・１時間＝60分、１分＝60秒を確認し、時間の計
算をする。
・日課表やバスの時刻表を見て、開始時刻や終了
時刻を判断したり、１日のタイムスケジュールを
立てたりする。
・睡眠時間や食事の時間、息を止められる時間
等、適切な時間の単位を用いて表す。

(知及技)基本的な図形が分かり、その図
形を書いたり、簡単な図表を作ったりす
ることができる。【中1段階Bア㋐㋑㋒㋓
㋔㋕】
(思判表力)図形を構成する要素に着目
し、構成の仕方を考えることができる。
【中１段階Ｂア㋐】
(学･人)身の回りにあるものの形の中に
三角形、四角形があることに気付くこと
ができる。【中１段階】

(知・技)基本的な図形が分かり、
紙を折って直角を作ったり、長方
形や正方形などを作図することが
できている。
(思･判･表)辺や頂点など図形を構
成する要素に着目し、三角形や四
角形、長方形や正方形などの特徴
を見出したり、表に整理すること
ができる。
(主学)身の回りにあるものの形を
よく観察して、三角形や四角形を
見つけようとしている。
【評価資料】
授業プリント・活動の様子

「図形」
・直線
・三角形
・四角形
・直角
・直角三角形
・正方形と長方形

・三角形や四角形が、それぞれ３本、４本の直線
で囲まれている図形ということを知る。
・いろいろな三角形、四角形を作図する。
・身の回りのものの中から、三角形、四角形の形
をしたものを見つける。
・直角を紙を折って作る。
・直角、頂点、辺、及び面の定義を知り、正方
形、長方形及び直角三角形の構成について考え
る。
・身の回りのものの中から正方形、長方形、直角
三角形の形をしたものを見つける。

(知及技)二等辺三角形や正三角形をコン
パスなどを用いて作図することができ
る。【中２段階Ｂア㋑】
(思判表力)図形を構成する要素及びそれ
らの位置関係に着目し、構成の仕方を考
察して、図形の性質を見いだすことがで
きる。【中２段階Ｂア㋐】
(学･人)二等辺三角形や正三角形の意味
や性質、円の性質を振り返り、円を用い
た作図に生かすことができる。【中１段
階】

(知・技)二等辺三角形や正三角形
をコンパスなどを用いて作図しよ
うとしている。
(思･判･表)図形を構成する要素及
びそれらの位置関係に着目し、構
成の仕方を考察して、図形の性質
を見いだしている。
(主学)二等辺三角形や正三角形の
意味や性質、円の性質を振り返
り、円を用いた作図に生かそうと
している。
【評価資料】
授業プリント・活動の様子

「図形」
・二等辺三角形
・正三角形

・コンパスを使用し、二等辺三角形の作図の仕方
を理解し、作図する。(知及技に関する活動)
・コンパスのもつ性質に着目して、二等辺三角形
の簡単な作図の仕方を考える。
・二等辺三角形や正三角形の作図の仕方を、円の
性質を用
いて考え、説明する。

(知及技)面積の求め方について知り、角
の大きさを測定することができる。【中
２段階Ｂイ㋑、ウ㋒】
(思判表力)面積の単位や角の大きさの単
位に着目し、それぞれ求め方を考えるこ
とができる。【中２段階Ｂイ㋐、ウ㋐】
(学･人)面積の求め方や角の大きさの求
め方を理解し、身の回りの図形の面積や
角の大きさを求めることができる。

(知・技)面積の求め方について知
り、角の大きさを測定しようとし
ている。
(思･判･表)面積の単位や角の大き
さの単位に着目し、それぞれ求め
方を考えようとしている。
(主学)面積の求め方や角の大きさ
の求め方を理解し、身の回りの図
形の面積や角の大きさを求めよう
としている。
【評価資料】
授業プリント・活動の様子

「図形」
・面積
・角度

・面積の単位「平方センチメートル（ ｃｍ2
）」を知る。
・角の意味や角の大きさの相等や大小を理解す
る。

・面積の意味や１ｃｍ2 の大きさに着目し、面積
の表し方を考える。
・身の回りの図形の面積や角の大きさを求める。

(知及技)乗法について知り、乗法が用い
られる場面を式に表したり、式を読み取
ることができる。【中１段階Ａウ㋐、
㋑】
(思判表力)数量の関係に着目し、計算に
関して成り立つ性質や計算の仕方を見い
だすことができる。【中１段階Ａウ㋐】
(学･人)数学的に表現・処理したことを
振り返り、数理的な処理や乗法のよさに
気づくことができる。【中１段階】

(知・技)絵や具体物で表されてい
るものを見て乗法を用いて式に表
したり、式を読み取って絵や具体
物で表したりできる。
(思･判･表)累加としての乗法の意
味を調べる活動に取り組みなが
ら、計算に関して成り立つ性質や
計算の仕方を見出そうとしてい
る。
(主学)乗法を用いると式が簡潔・
明瞭に表されることを理解し、乗
法九九の必要性を感じている。
【評価資料】
授業プリント・活動の様子

「数と計算」
・１位数同士の乗法
・九九
・金銭処理

・「１つ分の数」「いくつ分」をとらえ、「１つ
分の数」と「いくつ分」の関係の場合に乗法が用
いられることを知る。
・九九表を完成させ、十の段を作る。
・例えば　9＋9＋9＋9＝９×４＝36と表されるこ
とを確認する。
・お金
・計算機を利用して、値段×人数の代金を求め
る。

(知及技)除法が用いられる場合や意味に
ついて理解し、除法が用いられる場面を
式にしたり、式を読み取ることができ
る。【中２段階Ａエ㋐、㋑】
(思判表力)除法に着目し、計算に関して
成り立つ性質や計算の仕方を見いだすこ
とができる。【中２段階Ａエ㋐】
(学･人)文章から除法の式を立て、等分
除や包含除の違いについて考えることが
できる。【中１段階】

(知・技)除法が用いられる場合や意味
について理解し、除法が用いられる場
面を式にしたり、式を読み取ろうとし
ている。
(思･判･表)除法に着目し、計算に関
して成り立つ性質や計算の仕方を見い
だしている。
(主学)文章から除法の式を立て、等分
除や包含除の違いについて考えようと
している。
【評価資料】
授業プリント・活動の様子

「数と計算」
・１位数の除法(余り
無し、余り有り)
・金銭処理

・除法に関する用語、記号を知り、計算をする。
・図や式などから、除法は乗法を用いて解くことがで
きると気づく。
・等分除と包含除の問題を見比べて、違いを話し合
う。
・計算機を利用して、代金÷人数をして、１人当たり
の金額を求める。
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(知及技)簡単な場合について、ある二つ
の数量の関係と別の二つの数量の関係と
を比べる場合に割合を用いる場合がある
ことを知ることができる。【中２段階Ｃ
イ㋐】
(思判表力)日常生活における数量の関係
に着目し、図や式を用いて、二つの数量
の関係を考察することができる。(中２
段階Ｃイ㋐)
(学･人)問題場面や数量の関係、倍の意
味について考えた過程を振り返り、数理
的な処理のよさに気づくことができる。
【中１段階】

(知・技)簡単な場合について、あ
る二つの数量の関係と別の二つの
数量の関係とを比べる場合に割合
を用いる場合があることを知ろう
としている。
(思･判･表)日常生活における数量
の関係に着目し、図や式を用い
て、二つの数量の関係を考察して
いる。
(主学)問題場面や数量の関係、倍
の意味について考えた過程を振り
返ろうとしている。
【評価資料】
授業プリント・活動の様子

「変化と関係」
・二つの数量
・割合

・数量の関係やテープ図、式を用いて比較量を求
める。
・比較量を求める場合は乗法を用いればよいこと
を図や式を用いて考える。
・身の回りで、比較できそうなものを探し、比較
する。
・数量の関係をテープ図や数直線、□を使った式
などを用いて考え、基準量を求める。
・基準量を求めるために、□を用いて乗法の式に
表し、除法を用いて□を求めればよいことを，図
や式を用いて説明する。
・□を使った乗法の式を用いて基準量を求めたこ
とを振り返る。

(知及技)身の回りにある数量を簡単な表
やグラフに表したり、読み取ったりする
ことができる。【中１段階Ｄア㋐】
(思判表力)身の回りの事象に関するデー
タを整理する観点に着目し、簡単な表や
グラフを用いながら読み取ったり、考察
したりすることができる。【中１段階Ｄ
ア㋐】
(学･人)身の回りの事象に関心をもち、
グラフや表を用いて、数学的に表現・処
理することができる。【中１段階】

(知・技)具体物の数量を、簡単な
表やグラフで表している。また、
表やグラフから数値を読み取るこ
とができる。
(思･判･表)表のグラフの比較か
ら、物の順位を判断したり、順番
に並び替えたりと考察しようとし
ている。
(主学)自分で調べたデータを整理
し、グラフや表を用いて、表現・
処理しようとしている。
【評価資料】
授業プリント・活動の様子

「データの活用」
・データの分類
・グラフの作成と読
み取り

・バラバラに散らばっているデータから表やグラ
フを作成する。(知及技に関する活動)
・好きな食べ物や好きな動物などのグラフから一
番多いものや一番少ないものなどを読み取る。
(思判表力に関する活動)
・一週間の授業の各教科のコマ数や一週間の体温
の測定結果などをまとめて、表にしたりグラフに
表したりする。(学･人に関する活動)

(知及技)表や棒グラフ、折れ線グラフの
意味やその用い方を理解することができ
る。【中２段階Ｄア㋒】
(思判表力)身の回りの事象に関するデー
タを整理し、表や棒グラフを読み取るこ
とができる。【中２段階Ｄア㋐】
(学･人)問題解決の過程やデータを分類
整理した結果、棒グラフや折れ線グラフ
を活用した過程を振り返ることができ
る。【中１段階】

(知・技)表や棒グラフ、折れ線グ
ラフの意味やその用い方を理解し
ようとしている。
(思･判･表)身の回りの事象に関す
るデータを整理し、表や棒グラフ
を読み取ろうとしている。
(主学)問題解決の過程やデータを
分類整理した結果、棒グラフや折
れ線グラフを活用した過程を振り
返ろうとしている。
【評価資料】
授業プリント・活動の様子

「データの活用」
・表
・棒グラフ
・折れ線グラフ

・データを棒グラフに表すと、数量の大小や差が
分かりやすいことや、棒グラフの読み取り方を理
解する。(知及技に関する活動)
・折れ線グラフの特徴や読み取り方を理解し、情
報を適切に読み取る。(知及技に関する活動)
・棒グラフの読み取り方、折れ線の傾きに着目
し、数値の変わり方について考える。(思判表力
に関する活動)
・目的に応じてデータの整理の仕方を考えた過程
を振り返る。(学･人に関する活動)

(知及技)目盛の原点を対象の端に当てて
測定したり、長さの単位［mm、cm、m、
km］で表すことができる。【中１段階Ｃ
ア㋐、㋑】
(思判表力)身の回りのものの特徴に着目
し、目的に適した単位で量の大きさを表
現したり、比べたりすることができる。
【中１段階Ｃア㋐】
(学･人)身の回りにあるものの長さに関
心をもつことができる。【中１段階】

(知・技)目盛の原点を対象の端に
当てて測定し、長さの単位［mm、
cm、m、km］で表そうとしている。
(思･判･表)適切な長さの器具を用
いて計量しようとしている。その
結果をもとに、比較しようとして
いる。
(主学)身の回りにあるものの長さ
に関心をもち、学習したことを
使って表現しようとしている。
【評価資料】
授業プリント・活動の様子

「測定」
・ものさしの使い方
・長さの単位［mm、
cm、m、km］

・ものさしの使い方を確認し、直線を引く。(知
及技に関する活動)
・１ｃｍ＝１０ｍｍ、１ｍ＝１００ｃｍであるこ
とを知る。(知及技に関する活動)
・教室や学校内にあるものの長さの単位を予想
し、実際に計量する。(思判表力に関する活動)
・１０ｃｍの長さを紙テープなどで作成し、身の
回りのものと比べ、量感を身に付ける。(学･人に
関する活動)

(知及技）かさの単位［ｍＬ.ｄL.Ｌ］に
ついて知り、測定の意味を理解できる。
【中１段階Ｃア㋒】
(思判表力)身の回りのものの特徴に着目
し、目的に適した単位で量の大きさを比
べることができる。【中１段階Ｃア㋐】
(学･人)身の回りにある入れ物に入る水
の体積に関心をもち、数学的に表現・処
理することができる。【中１段階】

(知・技）計量カップや計量スプー
ンを使って、計量することができ
ている。

(思･判･表)測定する対象の大きさ
や形状に応じた単位や計器を適切
に選んで測定し、量を数値化して
比較しようとしている。
(主学)身の回りにある入れ物に入
る水の体積に関心をもち、学習し
たことを用いて表現・処理しよう
としている。
【評価資料】
授業プリント・活動の様子

「測定」
・量の単位［ｍL.ｄ
L.L］

・かさの単位［(mL)、(dL)、(L)］を知る。(知及
技に関する活動)
・１Ｌ＝１０ｄＬであることを知る。
・計量カップや計量スプーンについて知り、数値
の読み方を学ぶ。
・様々な量を計量する。
・身の回りにある入れ物に入る水の量の単位を予
想・計測・記録する。(学･人に関する活動)
・粉ミルクや粉ジュースを計量して実際につく
る。

6

留意点
引継ぎ等

生徒の実態や学習到達度、学習状況に応じて段階を調整する。また、単元等の順番を入れ替えて学習する場合もある。

12

３
学
期



高等部　１～３年（Ⅱ課程A②）　　数学科年間指導計画

担当者 教科書／副教材

学
期

時
数 単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容

5

(知及技）100までの数について、数詞
を唱えたり、個数を数えたり、書き表
したり、数の大小を比べたりすること
ができる【小３段階Aア㋐㋑㋒㋓㋔】
(思判表力)数のまとまりに着目し、数
の数え方や数の大きさの比べ方、表し
方について考えることができる。【小
３段階Aア㋐）
(学･人)数を用いて量を表すことの良
さに気づくことができる。【中１段
階】

(知・技）100までの数について、具体
物を用いて個数を数えたり、数の大小
を比べたり、数詞を唱えたりようとし
ている。
(思・判・表)10までの数の数え方や大
小比較等を元にしながら100までの数
の数え方や表し方について考えようと
している。
(主学)10以上の数を表現できることの
良さに気づき、身近にある具体物等を
数えることに活用しようとしている。
【評価資料】
授業プリント・活動の様子

「数と計算」
・10までの数
・20までの数
・一の位、十の位について知
ろう
・色々なものを数えよう
・100までの数
・お金

・タイル、数字、具体物を結びつけて数について学ぶ
・数唱しながら物を取ったり配ったりする。また、物
を対応させて配る。色や形、位置が変わっても、数は
変わらないことに気づく。
・数の系列が分かり、順序や位置を表すのに数を用い
る。
・２すつ５ずつまとめて数える。
・1つの数を２つの数に分けたり、２つの数を１つにま
とめたりして表す。
・一の位と十の位があることを知る。
・10までの数の数え方を元にして、11から20までの数
の数カードを順番良く並べる。
・10個以上あるおはじきやブロック等をちょうど10個
入る卵パックや製氷皿を利用して、10のまとまりと端
数にわけて数を数える。

5

(知及技）加法が用いられる合併や増
加等の場合について理解し、１位数と
２位数の和が20までの加法の計算がで
きる。【小３段階Aイ㋐㋓】
(思判表力)「あわせて」や「みんな
で」等の文言から加法が用いられる場
面を式に表すことができる。【小３段
階Aイ㋐】
(学･人)進んで学習に参加し、具体物
の和を求めることができる。【中１段
階】

(知・技）20までの数の範囲で具体物
を用いて加法の計算をしようとしてい
る。
(思・判・表)「あわせて」や「みんな
で」等の文言に気づき、加法が用いら
れる場面を式に表そうとしている。
(主学)進んで学習に参加し、具体物の
和を求めようとしている。
【評価資料】
授業プリント・活動の様子

「数と計算」
・加法の意味
・加法の式
・加法の計算

・おはじき・磁石等を用いて和を求める。
・「あわせて」や「みんなで」等の言葉の意味を具体
物を用いて確認し、式で表して答えを求める。
・１位数同士の加法の計算をする。
・１位数と２位数の和が20までの加法の計算をする。

5

(知及技）減法が用いられる求残や減
少等の場合について理解し、20までの
数の範囲で減法の計算ができる。【小
３段階Ａイ㋓㋔㋕】
(思判表力)「残りはいくつ？」「違い
はいくつ？」等の文言から減法が用い
られる場面を式に表すことができる。
【小３段階Ａイ㋐】
(学･人)進んで学習に参加し、具体物
の差を求めることができる。【中１段
階】

(知・技）減法の意味（求残・求差）
を理解し、1位数同士の減法の計算を
している。
(思･判･表)日常生活の中から加法と減
法の必要な場面をみつけ、言葉や磁
石、絵カード等を使って式に表してい
る。
(主学)進んで学習に参加し、具体物の
差を求めようとしている。
【評価資料】
授業プリント・活動の様子

「数と計算」
・減法の意味
・減法の式
・減法の計算

・おはじき・磁石等を用いて差を求める。
・「残りはいくつ？」「違いはいくつ？」等の言葉の
意味を具体物を用いて確認し、式で表して答えを求め
る。
・1位数同士の減法の計算をする。
・20までの数の範囲で減法の計算をする。

5

(知及技)長針と短針が示す時間を理解
し、時計の表示から時刻を読み取るこ
とができる。【小３段階Ｃイ㋐㋑】
(思判表力)一日の流れを時刻をもとに
順に並べ、時計が示す時刻と生活の流
れを結び付けることができる。【小３
段階Ｃイ㋐】
(学･人)時間と時刻の学習に進んで取
り組み、日常の場面に関連付けて時刻
や時間を読むことができる。【中１段
階】

(知・技)長針と短針の示す時間を理解
し、時計の表示から時刻を読み取るこ
とができている。時と分の関係（もう
ちょっとで／もう〇時）の表現をした
り、職員の時と分に関する言葉かけを
理解することができている。
(思･判･表)１日の時間の流れに沿っ
て、活動イラストを順に貼り付けてい
る。
(主学)時刻に関心を向け、日常生活に
関連して対応しようとしている。
【評価資料】
授業プリント・活動の様子

「測定」
・時刻や時間

・時間の単位（時、分）について知る。
・長針と短針の示す時間を理解し、時計の表示から時
刻を読み取ったり、時刻の表示されたカードから選ん
だりする。
・１日の時間の流れに沿って、活動イラストを順に貼
り付ける。
・自分の生活と時刻を関連付け、それぞれの生活の時
刻を時計の絵カード等から選ぶ。

18

(知及技）ものの形に着目し、身の回
りにあるももの特徴を捉えることがで
きる。また、前後・左右・上下等方向
や位置に関する言葉を用いて、ものの
位置を表すことができる。【小３段階
Ｂア㋐㋑】
(思判表力)身の回りにあるものから、
いろいろな形を見つけたり、具体物を
用いて形を作ったり分解したりする。
【小３段階Ｂア㋐】
(学･人)身の回りにあるものの形を図
形として捉え、生活や学習に活用しよ
うとすることができる。【中１段階】

(知・技)丸、三角、四角がそれぞれど
のような形であるかを理解し、弁別し
ている。また、方向・位置に関する言
葉「前後・左右・上下」を聞いて、体
を動かしたり具体物を操作したりして
いる。
(思･判･表)色板・棒・積み木を組み合
わせ、三角形・四角形、家やロケット
等を作っている。
(主学)身の回りにあるものの中がら図
形を見つけ、生活や学習に活用しよう
としている。
【評価資料】
授業プリント・活動の様子

「図形」
・丸、三角、四角
・位置関係

・丸、三角、四角の特徴を知り、形の弁別をする。
・ものの形に着目し、身の回りにあるものの特徴をと
らえ、形をわける。
・丸、三角、四角の形を使って、具体物をくつる。
・「方向・位置」に関する言葉「前後・左右・上下」
を聞いて、体を動かしたり具体物を操作する。

令和６年度

単位数
／配当時

数
児童生徒

2/70 １～３学年Ⅱ課程A②類型（１１人）

目標：(知及技)知識及び技能　　(思判表力)思考力、判断力、表現力等　　(学･人)学びに向かう力･人間性等
評価：(知・技)知識・技能　　  (思･判･表)思考･判断・表現　　         (主学)主体的に学習に取り組む態度

年間目標

(知及技)数量や図形などについての基礎的・基本的な概念や性質などを理解し、事象を数理的に処理する技能を身に付けるようにする。(中１段階)
(思判表力)日常の事象を数理的に捉え見通しをもち筋道を立てて考察する力、基礎的・基本的な数量や図形の性質などを見いだし統合的・発展的に
考察する力、数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現する力を養う。(中１段階)
(学･人)数学的活動の楽しさや数学のよさに気付き、学習を振り返ってよりよく問題を解決しようとする態度、数学で学んだことを生活や学習に活用
しようとする態度を養う。(中１段階)

１
学
期

２
学
期



8

(知及技）硬貨の種類や金銭の扱い方
に関心を持つことができる。【生活小
３段階ク(イ)】
(思判表力)簡単な金銭の扱いができ
る。【生活小３段階ク(ア)】
(学･人)金銭に関心を向け、日常生活
に関連して対応することができる。
【中１段階】

(知・技）硬貨の種類や金銭の扱い方
に関心を持とうとしている。
(思･判･表)教師と一緒に簡単な金銭の
扱いをしようとしている。
(主学)金銭に関心を向け、日常生活に
関連して対応しようとしている。
【評価資料】
授業プリント・活動の様子

「金銭」
・お金の種類を知ろう。
・お金の支払いを体験してみ
よう。

・硬貨の種類やそれぞれの金額を知る。
・お金の数え方や表し方を知る。
・教師が示した硬貨を、複数の硬貨から選ぶ
・教師が示した金額を同じ硬貨で数えてだす。
・2種類以上の硬貨の混じった金額がわかる。
・値段がちょうどのお金を出す。
・模擬買い物学習をする。
・模擬買い物を通して、自分の好きな商品を選び、そ
の値段に合わせた硬貨を選び、支払う。

10

(知及技）ものとものとの対応やもの
の個数について，簡単な絵や図に表し
て整理したり，それらを読んだり、比
較したりすることができる。【小３段
階Ｄア㋐㋑】
(思判表力)個数の把握や比較のために
簡単な絵や図，記号に置き換えて簡潔
に表現することができる。【小３段階
Ｄア㋐】
(学･人)データの活用に関心をもち、
生活や学習に活用することができる。
【中１段階】

(知・技）「Ａ数と計算」に関連さ
せ、得点を数え、得点のシールや磁石
を使って一覧表で表している。一覧表
をみて、友達の作成した表と比べ、
「同じ」や「違い」「多い」「少な
い」に気付いている。
(思･判･表)一覧表をみて、順位をつけ
たり提示された順番に並び替えたりし
ている。簡単な絵や図，記号に置き換
えて簡潔に表現している。
(主学)データの活用に関心をもち、興
味を持って学習に取り組んでいる。
【評価資料】
授業プリント・活動の様子

「データの活用」
・事象の置き換え
・表やグラフ

・ものとものとの対応や物の個数について、簡単な絵
や図に表して整理する。
・ゲームをして、「数と計算」に関連させ、得点を数
え、得点のシールや磁石を使って一覧表で表す。
・一覧表をみて、友達の作成した表と比べ、「同じ」
や「違い」「多い」「少ない」に気付き、順位をつけ
たり提示された順番に並び替える。

8

(知及技）長さ、広さ、重さ、かさな
どの量を直接比べる方法について理解
し、比較するすることができる。【小
３段階Ｃア㋐㋑】
(思判表力)身の回りのもの長さ・広
さ、重さ、かさについて、その単位に
着目し大小を比較したり、表現したり
する。【小３段階Ｃ測定】
(学･人)測定に関心をもち、生活や学
習に活用することができる。【中１段
階】

(知・技）長さについて、比較物と端
を揃えてまっすぐに並べている。広さ
について、比較物と２辺を揃えて並べ
ている。重さについて、天秤が水平か
を確認してから、比べている。かさに
ついて、同じ大きさの空のカップを
使って比べている。
(思･判･表)長さ・かさについて、色板
等を使い２つの比較物の「〇個分」か
ら、長い方（短い方）・広い方（狭い
方）を選択している。かさについて、
カップ「〇個分」と表現している
(主学)測定にに関心をもち、興味を
持って学習に取り組んでいる。
【評価資料】
授業プリント・活動の様子

「Ｃ測定」
・長さ
・広さ
・重さ
・かさ

・長さや高さなどの量の大きさを知る。
・２つの量の大きさについて、一方を基準にして相対
的に比べ、「長い・短い、高い・低い」を判断する。

・「広い・狭い」の用語を知る。
・２つの量の大きさについて、一方を基準にして相対
的に比べ「広い・狭い」を判断する。

・「重い・軽い」の用語を知る。
・天秤を用いて２つの量を比べ、「重い・軽い」を判
断する。

・「多い・少ない」の用語を知る。
・２つの量の大きさについて、一方を基準にして相対
的に比べ「多い・少ない」を判断する。

留意点
引継ぎ等

生徒の実態や学習到達度、学習状況に応じて段階を調整する。また、単元等の順番を入れ替えて学習する場合もある。

３
学
期



担当者 教科書／副教材

学
期

時
数 単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容

5

(知・技）身の回りのものに気付き、対応させた
り、組み合わせたりすることができる。【小１段
階Ａア㋐㋑】
(思判表力)ものとものとを関連付けることに注意
を向け、ものの属性に注目し、仲間であることを
判断したり、表現したりすることができる。【小
１段階Ａイ㋐㋑㋒】
(学･人)対象物に興味関心を示し、学習に取り組も
うとすることができる。【小１段階】

(知・技）身の回りのものに気付き、対
応させたり、組み合わせたりしている。

(思･判･表)色や形に着目し、玩具を組み
合わせている。

(主学)教師の言葉かけを聞いて、対象物
に注意を向け、自ら取り組もうとしてい
る。
【評価資料】
活動の様子

「数量の基礎」
・さがしてみよう
・おなじにくばろう
・あわせてみよう

・具体物を指さしたり、つかもうとした
り、目で追う。
・目の前で隠されたものを探す。
注視することによって特定の物を取り出
す。
・ものや人の名称を聞き、そのものを見
る、指を差す、触れる、持ち上げる。
・お皿の上に同じ形のお皿を重ねる。トレ
イにお椀やお箸、果物、牛乳を一つずつ置
いていく等
・食べ物や乗り物、動物等の分割した絵
カードを組み合わせる。似ている物同士の
絵カードを組み合わせる。

8

(知・技）ものの有無に気付き、３までの範囲で具
体物をとったり対応させたりすることができる。
また、５までの範囲で数唱することができる。
【小１段階Ｂア㋐㋒㋓㋔】
(思判表力)数詞とものとの関係に注目し、数のま
とまりや数え方に気付き、それらを学習や生活で
生かすことができる。【小１段階Ｂア㋐】

(学･人)対象物に興味関心を示し、学習に取り組も
うとすることができる。【小１段階】

(知・技）３までの範囲で具体物を対応
させて操作している。

(思･判･表)教師と一緒に数えながら、３
つの具体物を取ったり、置いたりしてい
る。

(主学)教師と一緒に具体物を操作する楽
しさを味わい、関心をもって学習に取り
組もうとしている。
【評価資料】
活動の様子

「数と計算」
・あるかな？
・かぞえよう

・ものの「ある」「ない」に気付く。目の
前の皿の中の物を減らしていき、最後にな
くなったことに気付く。
・３の個数で、指さし等をしながら、数詞
とものを対応させて個数を正しく数える。
・３までの範囲で指示された数のものを取
る。
・１～３の範囲で、数える対象や置き方が
変わっても、数が変わらないことがわか
る。
・５までの範囲で数を唱える。

7

(知及技）形が同じものを選んだり、似ている二つ
のものを結び付けたりすることができる。【小１
段階Ｃア㋐㋑㋒㋓㋔】

(思判表力)ものの有無やものの属性に着目し、
様々な情報から同質なものや類似したものに気付
き、日常生活の中で関心をもつことができる。
【小１段階Ｃア㋐㋑】

(学･人)身の回りにあるものの要素に興味関心を向
け、学習に取り組もうとすることができる。【小
１段階】

(知・技）具体物に注目して指を指した
りつかもうとしたり、目で追ったりして
いる。形が同じものを選んでいる。

(思･判･表)身の回りにあるものを色や形
でわけようとしている。身の回りの物を
○△□にわけようとしている。

(主学)進んで学習に取り組み、身の回り
のものにあるものを探したり分類したり
しようとしている。
【評価資料】
活動の様子

「図形」
・みつけよう
・おなじかたち
・なかまわけをしよう
・身の回りにあるものを分
けてみよう

・玩具の中から興味のある物を見たり、指
さしたり、つかもうとする。
・「似ている形」の物や「同じ形」の物
「違う形」の物を集める。
・2種類の形の物を形に着目して分ける。
・見本の写真やイラストを見て、同じ物を
選ぶ。
・同色の○△□を分類する。
・同色で様々な大きさの○△□を分類す
る。
・様々な色、大きさの○△□を分類する。
・身の回りにあるものを○△□に分類す
る。
・集合体の中にある異なる形を見つける。

6

(知及技）硬貨の種類や金銭の扱い方に関心を持つ
ことができる。【生小１段階イ】
(思判表力)教師と一緒に簡単な金銭の扱いができ
る。【生小１段階ア】
(学･人)金銭に興味関心を示し、学習に取り組もう
とすることができる。【小１段階】

(知・技）硬貨の種類や金銭の扱い方に
関心を持とうとしている。
(思･判･表)教師と一緒に簡単な金銭の扱
いをしようとしている。
(主学)金銭に興味関心を示し、関心を
もって学習や日常生活の金銭の扱いに取
り組もうとしている。
【評価資料】
活動の様子

「金銭」
・お金の種類を知ろう。
・お金の支払いを体験して
みよう。

・金銭を大切に扱うことを知る
・硬貨の種類やそれぞれの金額を知る。
・教師が示した硬貨を、複数の硬貨から選
ぶ。
・模擬買い物を通して、自分の好きな商品
を選び、その値段に合わせた硬貨を選び、
支払う。

3
学
期

9

(知及技）大きさや長さなどを、基準に対して同じ
か違うかによって区別することができる。【小１
段階Ｄア㋐㋑】

(思判表力)大小や多少等で区別することに関心を
もち、量の大きさを表す用語に注目して表現する
ことができる。【小１段階Ｄア㋐㋑】

(学･人)大きさや長さや量に興味関心を示し、学習
に取り組もうとすることができる。【小１段階】

(知・技）提示された２つのものを比較
して、指示された方を選ぶことができ
る。

(思･判･表)２つの具体物を比較して、言
葉や指さし、身振りで大小・長短を表現
しようとしている。言葉や指さし、身振
りで量の多少を表現しようとしている。

(主学)大小、長短、多少の違いに関心を
もち、学習に取り組もうとしている。
【評価資料】
活動の様子

【測定】
・大きい、小さいどーれだ
・ながいのどーれだ

・遊びや体験的な活動を通して、大きさや
長さや量の違いに気付く。
・食べ物や飲み物を教材にして「ある・な
い」「多い・少ない」の用語を言葉や身振
りで表現する。
・「大きい・小さい」を言葉や指さし、身
振りで表現する。
・「長い・短い」を言葉や指さし、身振り
で表現する。
・「多い・少ない」を言葉や指さし、身振
りで表現する。
・絵本や紙芝居を見て、測定について感じ
る。
「（紙芝居）大きく大きく大きくなあれ」
「（絵本）くらべてみよう　たかさくら
べ」
「（絵本）くらべっこしましょう！」
等

生徒の実態や学習到達度、学習状況に応じて、単元等の順番を入れ替えて学習する場合もある。

年間目標

(知及技）身の回りのものに気付き、対応させたり、組み合わせたりして、上下や前後、形の違い、量の大きさに気付くととも
に、数量に関心をもって関わることについての技能を身につけることができる。（小１段階）
(思判表力)身の回りのものの有無や数的要素、ものの形、大きさや長さなどの量の違いに注目し、数量や図形に関心をもって関わ
るとともに、形の違いを捉えたり、量の大きさにより区別したりすることができる。（小１段階）
(学･人)数量や図形に気付き、算数の学習に関心をもって取り組もうとすることができる。（小１段階）

令和６年度 中学部　１～３年（　Ⅱ課程  B①　）数学科　年間指導計画

単位数
／配当時数 児童生徒

１/35 １～３学年　５名

目標：(知及技)知識及び技能　　(思判表力)思考力、判断力、表現力等　　(学･人)学びに向かう力･人間性等
評価：(知・技)知識・技能　　  (思･判･表)思考･判断・表現　　         (主学)主体的に学習に取り組む態度

留意点
引継ぎ等

1
学
期

２
学
期



担当者 教科書／副教材

学
期

時
数 単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容

5

(知・技）身の回りのものに気付き、対応させた
り、組み合わせたりすることができる。【小１段
階Ａア㋐㋑】
(思判表力)ものとものとを関連付けることに注意
を向け、ものの属性に注目し、仲間であることを
判断したり、表現したりすることができる。【小
１段階Ａイ㋐㋑㋒】
(学･人)対象物に興味関心を示し、学習に取り組も
うとすることができる。【小１段階】

(知・技）身の回りのものに気付き、対
応させたり、組み合わせたりしている。

(思･判･表)色や形に着目し、玩具を組み
合わせている。

(主学)教師の言葉かけを聞いて、対象物
に注意を向け、自ら取り組もうとしてい
る。
【評価資料】
活動の様子

「数量の基礎」
・さがしてみよう
・おなじにくばろう
・あわせてみよう

・具体物を指さしたり、つかもうとした
り、目で追う。
・目の前で隠されたものを探す。
注視することによって特定の物を取り出
す。
・ものや人の名称を聞き、そのものを見
る、指を差す、触れる、持ち上げる。
・お皿の上に同じ形のお皿を重ねる。トレ
イにお椀やお箸、果物、牛乳を一つずつ置
いていく等
・食べ物や乗り物、動物等の分割した絵
カードを組み合わせる。似ている物同士の
絵カードを組み合わせる。

8

(知・技）ものの有無に気付き、３までの範囲で具
体物をとったり対応させたりすることができる。
また、５までの範囲で数唱することができる。
【小１段階Ｂア㋐㋒㋓㋔】
(思判表力)数詞とものとの関係に注目し、数のま
とまりや数え方に気付き、それらを学習や生活で
生かすことができる。【小１段階Ｂア㋐】
(学･人)対象物に興味関心を示し、学習に取り組も
うとすることができる。【小１段階】

(知・技）３までの範囲で具体物を対応
させて操作している。

(思･判･表)教師と一緒に数えながら、３
つの具体物を取ったり、置いたりしてい
る。

(主学)教師と一緒に具体物を操作する楽
しさを味わい、関心をもって学習に取り
組もうとしている。
【評価資料】
活動の様子

「数と計算」
・あるかな？
・かぞえよう

・ものの「ある」「ない」に気付く。目の
前の皿の中の物を減らしていき、最後にな
くなったことに気付く。
・３の個数で、指さし等をしながら、数詞
とものを対応させて個数を正しく数える。
・３までの範囲で指示された数のものを取
る。
・１～３の範囲で、数える対象や置き方が
変わっても、数が変わらないことがわか
る。
・５までの範囲で数を唱える。

7

(知及技）形が同じものを選んだり、似ている二つ
のものを結び付けたりすることができる。【小１
段階Ｃア㋐㋑㋒㋓㋔】

(思判表力)ものの有無やものの属性に着目し、
様々な情報から同質なものや類似したものに気付
き、日常生活の中で関心をもつことができる。
【小１段階Ｃア㋐㋑】

(学･人)身の回りにあるものの要素に興味関心を向
け、学習に取り組もうとすることができる。【小
１段階】

(知・技）具体物に注目して指を指した
りつかもうとしたり、目で追ったりして
いる。形が同じものを選んでいる。

(思･判･表)身の回りにあるものを色や形
でわけようとしている。身の回りの物を
○△□にわけようとしている。

(主学)進んで学習に取り組み、身の回り
のものにあるものを探したり分類したり
しようとしている。
【評価資料】
活動の様子

「図形」
・みつけよう
・おなじかたち
・なかまわけをしよう
・身の回りにあるものを分
けてみよう

・玩具の中から興味のある物を見たり、指
さしたり、つかもうとする。
・「似ている形」の物や「同じ形」の物
「違う形」の物を集める。
・2種類の形の物を形に着目して分ける。
・見本の写真やイラストを見て、同じ物を
選ぶ。
・同色の○△□を分類する。
・同色で様々な大きさの○△□を分類す
る。
・様々な色、大きさの○△□を分類する。
・身の回りにあるものを○△□に分類す
る。
・集合体の中にある異なる形を見つける。

6

(知及技）硬貨の種類や金銭の扱い方に関心を持つ
ことができる。【生小１段階イ】
(思判表力)教師と一緒に簡単な金銭の扱いができ
る。【生小１段階ア】
(学･人)金銭に興味関心を示し、学習に取り組もう
とすることができる。【小１段階】

(知・技）硬貨の種類や金銭の扱い方に
関心を持とうとしている。
(思･判･表)教師と一緒に簡単な金銭の扱
いをしようとしている。
(主学)金銭に興味関心を示し、関心を
もって学習や日常生活の金銭の扱いに取
り組もうとしている。
【評価資料】
活動の様子

「金銭」
・お金の種類を知ろう。
・お金の支払いを体験して
みよう。

・金銭を大切に扱うことを知る
・硬貨の種類やそれぞれの金額を知る。
・教師が示した硬貨を、複数の硬貨から選
ぶ。
・模擬買い物を通して、自分の好きな商品
を選び、その値段に合わせた硬貨を選び、
支払う。

3
学
期

9

(知及技）大きさや長さなどを、基準に対して同じ
か違うかによって区別することができる。【小１
段階Ｄア㋐㋑】

(思判表力)大小や多少等で区別することに関心を
もち、量の大きさを表す用語に注目して表現する
ことができる。【小１段階Ｄア㋐㋑】

(学･人)大きさや長さや量に興味関心を示し、学習
に取り組もうとすることができる。【小１段階】

(知・技）提示された２つのものを比較
して、指示された方を選ぶことができ
る。

(思･判･表)２つの具体物を比較して、言
葉や指さし、身振りで大小・長短を表現
しようとしている。言葉や指さし、身振
りで量の多少を表現しようとしている。

(主学)大小、長短、多少の違いに関心を
もち、学習に取り組もうとしている。
【評価資料】
活動の様子

【測定】
・大きい、小さいどーれだ
・ながいのどーれだ

・遊びや体験的な活動を通して、大きさや
長さや量の違いに気付く。
・食べ物や飲み物を教材にして「ある・な
い」「多い・少ない」の用語を言葉や身振
りで表現する。
・「大きい・小さい」を言葉や指さし、身
振りで表現する。
・「長い・短い」を言葉や指さし、身振り
で表現する。
・「多い・少ない」を言葉や指さし、身振
りで表現する。
・絵本や紙芝居を見て、測定について感じ
る。
「（紙芝居）大きく大きく大きくなあれ」
「（絵本）くらべてみよう　たかさくら
べ」
「（絵本）くらべっこしましょう！」
等

生徒の実態や学習到達度、学習状況に応じて、単元等の順番を入れ替えて学習する場合もある。

年間目標

(知及技）身の回りのものに気付き、対応させたり、組み合わせたりして、上下や前後、形の違い、量の大きさに気付くととも
に、数量に関心をもって関わることについての技能を身につけることができる。（小１段階）
(思判表力)身の回りのものの有無や数的要素、ものの形、大きさや長さなどの量の違いに注目し、数量や図形に関心をもって関わ
るとともに、形の違いを捉えたり、量の大きさにより区別したりすることができる。（小１段階）
(学･人)数量や図形に気付き、算数の学習に関心をもって取り組もうとすることができる。（小１段階）

令和６年度 中学部　１～３年（　Ⅱ課程  B②　）数学科　年間指導計画

単位数
／配当時数 児童生徒

１/35 １～３学年　５名

目標：(知及技)知識及び技能　　(思判表力)思考力、判断力、表現力等　　(学･人)学びに向かう力･人間性等
評価：(知・技)知識・技能　　  (思･判･表)思考･判断・表現　　         (主学)主体的に学習に取り組む態度

留意点
引継ぎ等

1
学
期

２
学
期


